
 

第４学年 社会科 『健康なくらしとまちづくり ⽔はどこから』  

⽔とガス／⽔と電気・ガス 

 
■内  容 
 ・単元の学習の流れ p2〜 
 ・単元のオリエンテーション（1 時間） p3〜 
 ・「飲料⽔の学習」を⽣かした発展的な学習（1 時間） 
 Ａプラン（ガス）     p6〜 
 Ｂプラン（電気とガス） p9〜 
 
■特  徴 
 ・従来の飲料⽔中⼼の授業を⼤きく変えずに実施できる。具体的には、 

「飲料⽔」の学習で得た概念（安全、安定供給）を、「エネルギー」を扱う
「発展的な学習」の場⾯で⽣かすことで、飲料⽔を選択しながらも、わずか
な時間でエネルギーについても学ぶことができる 

 ・「安全で安定的な供給」という概念を獲得でき、それをキーワードに単元  
 全体を⾒通すことができる 

 
この学習指導案等は、一般社団法人 日本ガス協会 による提供のものです。 
「板書計画」、「資料映像」、その他の「提⽰／配布資料案」などの詳細は、
以下の Web サイトをご覧ください。 
 
 【 日本ガス協会 エネルギー教育支援活動 】 
  https://www.gas.or.jp/kyoiku/  
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主な内容 学習のｷｰﾜｰﾄﾞ
単元オリエンテーション
(1時間)

p3〜

単元を⾒通すための時間として設定。
快適な⽣活に、飲料⽔(⽔道)・電気・
ガスのライフラインが必要不可⽋であるこ
とを確認する。

• 単元の⾒通しを持つ
• ライフラインやエネル

ギーへの気づき

飲料⽔の学習
(8時間程度) 

飲料⽔の確保の⼤切さの点から学習問
題をつくり、ダムや⽔源林の働きや、浄⽔
場の役割やしくみを調べることで、「いつで
も」「安⼼して」おいしい⽔を飲むことがで
きるよう、他県と協⼒したり、さまざまな設
備が計画的に整えられたりしていることを
理解する。

発展的な学習
(1時間)

・Aプラン（ガス） p 7〜
・Bプラン（電気・ガス）p12〜

飲料⽔の学習で獲得した概念(安全で
安定的な供給)を活用して、電気やガス
も飲料⽔と同様に安全で安定的に供給
していることを考える。

• 安全・安定をマス
ターキーとして活用
(既習事項の転移・
応用)

• 帰納的な考え方か
ら演繹的考え方へ

単元「健康なくらしとまちづくり ⽔はどこから」 学習の流れ

授業支援パッケージ

授業支援パッケージ

この資料に掲載のない「配布資料」「板書計画」、「資料映像」などの詳細は、
以下のWebサイトをご覧ください。

【 日本ガス協会 エネルギー教育支援活動 】
https://www.gas.or.jp/kyoiku/
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( 1 ) 今日から 新し い学習が始まり ます。今日の課題を 確認し ましょ

う 。

( 2 )ワークシート に、生活に必要なも のと 必要な理由を書きましょう 。

＜作　 業＞

( 3 ) 調べてわかったこと を発表しましょう 。

・ 冷蔵庫が必要です。食べ物を冷やすためです。

・ お風呂です。ないと 、体を綺麗にできないからです。

・ 蛍光灯です。ないと 、暗く なったと き周り が見えません。

・ コンロです。料理を作るために必要だからです。

・ テレビです。好きな番組を見たいからです。

・ 暖房器具です。ないと 、冬は寒く て過ごせないからです。

・ トイレです。ないと 困ります。

( 4 ) 生活に欠かせないもの（ 道具や設備など）がたく さ んありました

ね。これらのものを使う ためには、それぞれ何が必要でしょう か。

・ お風呂を使う ためには、飲み水とそれを温めるガスが必要です。

・ 僕の家の風呂は、電気を使っています。

・ 冷蔵庫は電気が必要です。

・ 暖房にガスを使っています。

・ 水洗のトイレは飲み水がないと 流れません。電気も使っています。

( 5 ) では、先ほど書いた生活に必要なも のは、飲み水、電気、ガスの

う ちどれを使っていますか。線で結びましょう 。

（ 例）

・ 風呂は、飲み水とガス（ 又は電気）

・ 冷蔵庫は、電気 

・ コンロは、ガス（ 又は電気）

・ テレビは、電気

・ 洗濯機は、飲み水と 電気

・ 暖房は、ガスや電気

・ トイレは、飲み水と 電気

( 6 ) 線で結んだものを見て、どのよう なこと に気づきましたか。

・ 電気を使う ものが多いです。

・ 飲み水と 電気など、複数のものと 結びついているものもありま

す。

( 7 ) 今日の学習から、気づいたこと や疑問に思ったこと をワークシー

ト に書きましょう 。

・（ 例） 毎日の生活に必要なものは飲み水、電気、ガスであること

がわかりました。道具や設備などがあっても、飲み水や電気、ガ

スがなければ使えません。

・（ 例）飲み水や電気、ガスは、私たちの家にどこから来ているの

かなと 思いました。

資料「 家の中の様子」（ イラスト ）

 ・「 必要なもの」が拡散しないよう に、資料「 家の中の様子」（ イラス

ト ）をできるだけ早い時期に提示する。

 

ワークシート

・ ワークシート に示さ れた「 例」を説明し、ここではあく までもイラスト

からわかる「 もの」に注目さ せる。

・ まず「 必要なもの」を言わせ、次にそれぞれ「 必要な理由」を言わせ

る。

・ 板書用にワークシート の表（ もの、どう して必要か）を予め用意し 、

発表したこと を表に整理していく 。

・「 台所」「 電気（ ≠蛍光灯） 」などの発言が出てきたと きには「 生活

に使う『 もの』 かな」「 電気はイラスト から見えるかな」などと 、切り

返すとよい。

・ 子どもの発言を受けながら 、黒板に「 飲み水」「 電気」「 ガス」 の3

つのカード を貼り 終えたところで、この３ つの単語をワークシート

に書かせ、( 4 )  から( 5 )  の活動に移行する。

・ ここで、生活の道具や設備などを使う ために必要な飲料水（ 水道）

や電気やガスを供給する仕組みを「 ライフライン」と いう こと を知

らせる。

・（ 5 ）の活動は、まずワークシート に個人で作業さ せてから発表さ せ

る。家庭によって事情が異なること から、ここでは多様な結びつき

を許容する。地域により「 灯油」などが出てきた場合には、それを

書き加える。

・ 道具や設備などと 、飲み水・ 電気・ ガスを線で結ばせること によっ

て、私たちの生活はライフラインによって支えられていること を視

覚的に理解さ せる。生活に必要なも のを「 道具」 から「 ライフライ

ン」に昇華さ せる。ここで、電気やガスには、温める（ 熱）、明るく す

る（ 照明）、動かす（ 動力）の役割があり 、これらを「 エネルギー」と

いう こと を教える。

ワークシート

・ よく 書けている子どもに発表さ せ学級で共有する。

・ 疑問をもった子どもに発言さ せ、これからの飲料水や電気、ガスの

供給の学習に関心をもたせる。

主な発問・ 指示／予想さ れる子ども の反応    資料 ／ 指導上の留意事項

（ 注）・ 道具や設備などに灯油や薪などを使用している家庭もあり、地域の実情を踏まえて指導するよう 留意する。

・ 水ではなく 、「 飲み水」「 飲料水」と 表記しているのは、川や田などの水と いった水資源一般を指しているのではなく 、生活に必要な飲み水

（ ここでは、事業としての水道水）と いう 趣旨である。

１ 　 本時のねら い

　 生活経験や資料を も と に、飲料水、電気、ガスは快適な生活を 送る ために不可欠なも のであるこ と に気づく と と も に、それ

ら を 家庭など に届けている 事業に関心を も つこ と ができ る 。

２ 　 本時の展開

４ 年「 住みよ いく らし 」 の単元オリ エンテーショ ン

本授業プラ ンは、「 飲料水、電気、ガスを 供給する 事業」 に対応し て実施さ れる

「 住みよ いく ら し 」 の単元オリ エンテーショ ン（ １ 時間扱い） である 。

私たちが毎日生活していく ために、必要なものは何でしょう

か。また、それがどう して必要なのでしょう か。
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３ 　 飲料水の学習展開について（ 参考資料）

　「 飲み水はどこ から 」 の学習では、まと める 時間に次のよう な学習が展開さ れるこ と を 想定し ておき たい。

( 1 ) 本時は、「 私たち が毎日飲んでいる 水はど のよう に届けら れている のだろう か」 と いう 学習問題に対し て、調べたこ と を

も と に自分の考えを まと める 時間である 。

( 2 ) まと めの時間のおよその流れ

①学習問題を 確認し たあと 、こ れまで調べてわかっ たこ と を 飲み水を 届ける ための工夫を 順に書き 出す。

②書き 出し た事項のう ち 、例えば「 浄水場で水を 検査し ている 」 と「 給水タ ンク に水を 溜めておく 」 を 例に、それぞれ「 何

のための工夫なのか」 を 考えさ せ、「 安心し て（ 安全性） 」と「 いつでも（ 安定性） 」 の２ つのキーワード を 導き 出す。

③上記以外の書き 出し た残り の事項についても 、「 安全性（ 安全に飲めるよう にする 工夫） 」 と「 安定性（ いつでも 飲める

よう にする 工夫） 」 に分類する 。ここ では２ つのキーワード と 線で結ばせる 。

④分類し た結果を も と に、学習問題に対する 自分の考えを まと める 。その後、オリ エンテーショ ンの学習を 思い起こし て 、

次に調べたいこ と（ 例えば「 電気やガスも 同じ だろう か」 など ） をノ ート に書く 。

( 3 )  「 飲料水」 のまと めの時間には、飲料水を 届ける ための具体的な工夫を も と に「 安全で安定的に供給し ているこ と 」 をし

っ かり 押さ えるこ と がポイント である 。
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1 　 前時（ 「 飲み水はどこ から 」 のまと めの時間） の扱い

( 1 ) 前時は、「 私たち が毎日飲んでいる 水はど のよう に届けら れている のだろう か」 と いう 学習問題に対し て、調べたこ

と を も と に自分の考えを まと める 時間である 。

( 2 ) まと めの時間のおよその流れ

①学習問題を 確認し たあと 、こ れまで調べてわかっ た飲み水を 届ける ための工夫を 順に書き 出す。

②書き 出し た事項のう ち 、例えば「 浄水場で水を 検査し ている 」 と「 給水タ ンク に水を 溜めておく 」 を 例に、それぞれ

「 何のための工夫なのか」 を 考えさ せ、「 安心し て（ 安全性） 」 と「 いつで も（ 安定性） 」 の２ つのキーワード を 導き

出す。

③上記以外の書き 出し た残り の事項についても 、「 安全性（ 安全に飲める よう にする 工夫） 」 と「 安定性（ いつでも 飲

める よう にする 工夫） 」 に分類する 。ここ では２ つのキーワード と 線で結ばせる 。

④分類し た結果を も と に、学習問題に対する 自分の考えを まと める 。その後、オリ エンテーショ ンの学習を 思い起こし

て、次に調べたいこ と（ 例えば「 電気やガスも 同じ だろう か」 など ） をノ ート に書く 。

( 3 )  「 飲料水」 のまと めの時間には、飲料水を 届ける ための具体的な工夫を も と に「 安全で安定的に供給し ているこ と 」

をしっ かり 押さ えるこ と がポイント である 。

４ 年「 住みよ いく ら し 」 の単元の発展学習（ A プラ ン ）

本授業プラ ンは、「 住みよ いく ら し 」 を「 飲料水」 を 事例に学習し たあと 、

「 ガス」 を 教材にし て発展的に扱う も のである（ １ 時間扱い） 。

2 　 本時のねら い

　 ガスを 供給する 事業について、飲料水の供給に関する 学習で獲得し た概念（ 安全で安定的に供給し ているこ と ） を 活用し

て具体的な事実を 調べ、ガスも 飲料水と 同様に安全で安定的に供給し ているこ と を 考えるこ と ができ る 。

3 　 本時の展開

( 1 ) 飲み水の学習で、最後に２ つのキーワード でまと めまし たね。そ

れは何でし たか。

・「 安全と 安定」です。

・「 安心して」と「 いつでも」でした。

( 2 )この単元のはじ めに、ライフラインには飲み水のほかに電気やガ

スがあること を学びまし た。「 安全と 安定」はガスについても言

えるのでしょう か。

・ ガスも同じこと が言えると 思う 。

・ ガスには言えないのではないか。

・ どちらと も言えない。

( 3 ) 資料「 飲み水・ ガスが届く まで」を見て、ガスがどのよう に届け

られているかを確認しましょう 。

( 4 ) ガスを届けるための仕事や施設などに○印を付けましょう 。

＜作　 業＞

資料「 飲み水のまと めのノ ート 」

・ キーワード ごと に具体的な事実を発表さ せてもよい。

・「 安全」→「 安心して」、「 安定」→「 いつでも」と 言い換えてもよい。

・ オリエンテーショ ンの授業で扱った「 ガス」を思い起こさ せ、今日の

課題を「 ガスも飲み水と 同じ よう に、安全で安定的に届けられるの

だろう か。」と 板書する。ワークシート に課題を書かせる。

・「 言える」「 言えない」「 どちらと も言えない」などの選択肢で意思

決定さ せる。

・ ここでは、市街地を中心に普及している都市ガスを例にする。

資料「 飲み水・ ガスが届く まで」

・ ここでは、飲み水を例に家からダムまでたどる。その後ガスについ

て家からＬＮＧ受入基地までを簡単にたどる。

ガスも飲み水と 同じ よう に、安全で安定的に届けられている

のだろう か。

主な発問・ 指示／予想さ れる 子ど も の反応    資料 ／ 指導上の留意事項
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・ ガスも同じこと が言えると 思う 。

・ ガスには言えないのではないか。

・ どちらと も言えない。

( 3 ) 資料「 飲み水・ ガスが届く まで」 を見て、ガスがどのよう に届け

られているかを確認しましょう 。

( 4 )ガスを届けるための仕事や施設などに○印を付けましょう 。

＜作　 業＞

( 5 ) 資料「 飲み水・ ガスが届く まで」のどこに○を付けましたか。

・（ 例）港のタンク、ガス管、ガス工事、コント ロール室など

( 6 ) 資料の写真や説明文を見て、ガスを届けるための仕事や施設な

どを「 安全（ 安心して） 」と「 安定（ いつでも） 」に仲間分けしまし

ょう 。

＜作　 業＞

( 7 ) まず、ガスを「 安全」に届けるためにどのよう な工夫をし ていま

すか。

・ ガス器具の点検をする。

・ 大きな地震のときには、ガスが自動で止まるよう になっている。

・ 交代しながら、2 4 時間体制で見守っている。

・ ガスもれがわかるよう に、においを付けているなど。

( 8 ) 次に、ガスを「 安定的」に届けるためにどのよう な工夫をし てい

ますか。

・ 原料の天然ガスを外国から運んでく る。

・ ガスを一時的にタンクに貯めている。

・ 2 4 時間体制で見守っている。

・ 地震で壊れないよう に、ゆれに強いガス管に取り 替えているな

ど。

( 9 )  今日の課題について、わかったこと をまと めましょう 。

＜課題に対する考え＞ 

・（ 例） 飲み水の学習で学んだ「 安全と 安定」は、始めはガスにつ

いては言えないと 思っていたが、調べてみると 同じ よう に

言えること がわかった。

＜理　 由＞ 

・（ 例）ガスを安全に届けるためににおいを付けたり 、地震が起き

てもこわれにく いガス管に替えたりしている。また、ガス

を安定して届けるために、ガスホルダーに一時的に貯めた

り 、2 4 時間体制で見守ったりしているから。

決定さ せる。

・ ここでは、市街地を中心に普及している都市ガスを例にする。

資料「 飲み水・ ガスが届く まで」

・ ここでは、飲み水を例に家からダムまでたどる。その後ガスについ

て家からＬＮＧ受入基地までを簡単にたどる。

資料「 ガスを届ける工夫」

ワークシート

・ 資料の文を読み取らせると きには書かれていること（ 事実） だけで

なく 、それがなぜ「 安全」や「 安定」と 結びつく のか、理由を考えさ

せ、説明さ せるよう にする。

・ 子どもの発表を受けて、 1 ～ 8 のカード を黒板に掲示していく 。

発言にないものは教師が提示する。

・「 2 4 時間体制」や「 ガス管の工事」など、安全性と 安定性の両者に

関連しているものがあること に気づかせる。

ワークシート

・ まと めさ せると きには、本時の課題（ ガスも飲み水と 同じ よう に安

全で安定的に届けられているだろう か）を改めて確認さ せる。

・ ここでは、「 安全性と 安定性」がガスについても言えるのか、言えな

いのか、本時の始めの考えと 比べて最終の考え（ 結論）を書いてか

ら、その理由や根拠を書かせるよう にする。

・ 飲料水の学習で獲得した概念（ 安定性と 安全性）をガスの供給に

おいて応用・ 転移すること ができたかどう かを評価する。

のだろう か。
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１　 前時（ 「 飲み水はどこ から 」 のまと めの時間） の扱い

( 1 ) 前時は、「 私たち が毎日飲んでいる 水はど のよう に届けら れている のだろう か」 と いう 学習問題に対し て、調べたこ

と を も と に自分の考えを まと める 時間である 。

( 2 ) まと めの時間のおよその流れ

①学習問題を 確認し たあと 、こ れまで調べてわかっ た飲み水を 届ける ための工夫を 順に書き 出す。

②書き 出し た事項のう ち 、例えば「 浄水場で水を 検査し て いる 」 と「 給水タ ンク に水を 溜めておく 」 を 例に、それぞれ

「 何のための工夫なのか」 を 考えさ せ、「 安心し て（ 安全性） 」 と「 いつでも（ 安定性） 」 の２ つのキーワード を 導き

出す。

③上記以外の書き 出し た残り の事項についても 、「 安全性（ 安全に飲めるよう にする 工夫） 」 と「 安定性（ いつでも 飲

めるよう にする 工夫） 」 に分類する 。こ こ では２ つのキーワード と 線で結ばせる 。

④分類し た結果を も と に、学習問題に対する 自分の考えを まと める 。その後、オリ エンテーショ ン の学習を 思い起こ

し て、次に調べたいこ と（ 例えば「 電気やガスも 同じ だろう か」 など） をノ ート に書く 。

( 3 )  「 飲料水」 のまと めの時間には、飲料水を 届ける ための具体的な工夫を も と に「 安全で安定的に供給し ているこ と 」

をしっ かり 押さ えるこ と がポイント である 。

２ 　 本時のねら い

　 電気やガスを 供給する 事業について、飲料水の供給に関する 学習で獲得し た概念（ 安全で安定的に供給し ているこ と ） を

活用し て具体的な事実を 調べ、電気やガスも 飲み水と 同様に安全で安定的に供給し ているこ と を 考えるこ と ができ る 。

４ 年「 住みよ いく ら し 」 の単元の発展学習（ Ｂプラ ン ）

本授業プラ ンは、単元「 住みよ いく らし 」 を「 飲み水」 を 事例に学習し たあと 、

「 電気・ ガス」 の両方を 教材にし て発展的に扱う も のである（ １時間扱い） 。

3 　 本時の展開

( 1 ) 飲み水の学習で、最後に２ つのキーワード でまと めまし たね。そ

れは何でしたか。

・「 安全と 安定」です。

・「 安心して」と「 いつでも」でした。

( 2 )こ の単元のはじ めにライフラインには飲み水のほかに電気やガ

スがあること を学びました。「 安全と 安定」は、電気やガスについ

ても言えるのでしょう か。

・ 電気も同じこと が言えると 思う 。

・ ガスには言えないのではないか。

・ どちらと も言えない。

( 3 ) 電気、ガスの順で調べていきます。まず、電気について調べまし

ょう 。

①資料「 飲み水・ 電気・ ガスが届く まで」を見て、電気がどのよう

に届けられているかを確認しましょう

資料「 飲み水のまと めのノ ート 」

・ キーワード ごとに具体的な事実を発表さ せてもよい。

・「 安全」→「 安心して」、「 安定」→「 いつでも」と 言い換えてもよい。

・ オリエンテーショ ンの授業で扱った「 電気やガス」を思い起こさ せ、

今日の課題を「 電気やガスも飲み水と 同じ よう に、安全で安定的に

届けられているのだろう か。」と 板書する。ワークシート に課題を書

かせる。

・「 言える」「 言えない」「 どちらと も言えない」などの選択肢で意思

決定さ せる。

・ ガスについては、ここでは、市街地を中心に普及している都市ガス

を例にする。

資料「 飲み水・ 電気・ ガスが届く まで」

・ ここでは、電気について、家から発電所までを簡単にたどる。

電気やガスも飲み水と 同じ よう に、安全で安定的に届けられ

ているのだろう か。
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・ 電気も同じこと が言えると 思う 。

・ ガスには言えないのではないか。

・ どちらと も言えない。

( 3 ) 電気、ガスの順で調べていきます。まず、電気について調べまし

ょう 。

①資料「 飲み水・ 電気・ ガスが届く まで」を見て、電気がどのよう

に届けられているかを確認しましょう

②電気を届けるための仕事や施設などに○印を付けましょう 。

＜作　 業＞ 

③資料「 飲み水・ 電気・ ガスが届く まで」 のどこに○をつけまし

たか。

・（ 例）港の発電所、電線、電気工事、コント ロール室など

④資料の写真や説明文を見て、電気を届けるための仕事や施設

などを「 安全（ 安心して）」と「 安定（ いつでも）」に仲間分けし

ましょう 。

＜作　 業＞ 

⑤電気を「 安全」に届けるためにどのよう な工夫をしていますか。

・ 電線に触れないよう に、高い鉄塔をつく って電気を送ってい

る。

・ 電気を使いすぎたと きには、電気が自動的に止まるよう にな

っている。

・ 交代しながら、2 4 時間体制で見守っている。

⑥電気を「 安定的」に届けるためにどのよう な工夫をし ていますか。

・ 電線が切れて、電気が止まらないよう に丈夫なものに取り 替

えている。

・ 火力、水力、原子力などいろいろな方法で発電している。

・ 2 4 時間体制で見守っている。

( 4 ) 次に、「 ガス」について調べましょう 。

①資料「 飲み水・ 電気・ ガスが届く まで」を見て、ガスがどのよう

に届けられているかを確認しましょう 。

②ガスを届けるための仕事や施設などに○印を付けましょう 。

＜作　 業＞ 

③資料「 飲み水・ 電気・ ガスが届く まで」 のどこに○をつけまし

たか。

④資料の写真や説明文を見て、ガスを届けるための仕事や施設

などを「 安全（ 安心して）」と「 安定（ いつでも）」に仲間分けし

ましょう 。

＜作　 業＞ 

⑤ガスを「 安全」に届けるためにどのよう な工夫をしていますか。

・ 地震に備えて、ゆれに強いガス管に取り 替えている。

・ 大きな地震のと きには、ガスが自動で止まるよう になってい

る。

・ 交代しながら、2 4 時間体制で見守っている。

⑥ガスを「 安定的」に届けるためにどのよう な工夫をしています

か。

・ 原料の天然ガスを外国から運んでいる。

・ ガスを一時的にタンクに蓄えている。

・ 2 4 時間体制で見守っている。

( 5 ) 今日の課題について、わかったこと をまと めましょう 。

＜課題に対する考え＞ 

・（ 例）飲み水の学習で学んだ「 安全と 安定」は、初めは言えない

と 思っていたが、調べてみると 、電気やガスの供給でも同

じこと が言えること がわかった

＜理　 由＞ 

・（ 例） 電気やガスを届けるための原料や施設、仕事の仕方など

は飲み水の場合と 違っていたが、いずれも「 安全性と 安定

性を重視して届けていること 」がわかった。

決定さ せる。

・ ガスについては、ここでは、市街地を中心に普及している都市ガス

を例にする。

資料「 飲み水・ 電気・ ガスが届く まで」

・ ここでは、電気について、家から発電所までを簡単にたどる。

資料「 電気を届ける工夫・ ガスを届ける工夫」（ の左側）

左側だけを切り 取って使ってもよい。

ワークシート

・ 資料の文を読み取らせると きには書かれていること（ 事実）だけで

なく 、それがなぜ「 安全」や「 安定」と 結びつく のか、理由を考えさ

せ、説明さ せるよう にする。

・ 子どもの発表を受けて、「 電気を届ける工夫」 1 ～ 4   のカード を

黒板に提示していく 。発言にないものは教師が提示する。

・「 2 4 時間体制」など安全性と 安定性の両者に関連するものがある

こと に気づかせる。

資料「 飲み水・ 電気・ ガスが届く まで」

・ ここでは、ガスについて、家から LN G 受入基地までを簡単にたど

る。

資料「 電気を届ける工夫・ ガスを届ける工夫」（ の右側）

ワークシート

・ 資料の文を読み取らせると きには書かれていること（ 事実）だけで

なく 、それがなぜ「 安全」や「 安定」と 結びつく のか、理由を考えさ

せ、説明さ せるよう にする。

・ 子どもの発表を受けて、「 ガスを届ける工夫」 1 ～ 4   のカード を

黒板に提示していく 。発言にないものは教師が提示する。

・「 2 4 時間体制」 など、安全性と 安定性の両者に関連しているもの

があることに気づかせる。

ワークシート

・ まと めさ せると きには、本時の課題（ 電気やガスも飲み水と 同じ よ

う に安全で安定的に届けられているだろう か） を改めて確認さ せ

る。

・ ここでは、「 安全性と 安定性」が電気と ガスについても言えるのか、

言えないのか、本時の初めの考えと 比べて最終の考え（ 結論） を書

いてから、その理由や根拠を書かせるよう にする。

・ 飲料水の学習で獲得し た概念（ 安定性と 安全性）を電気やガスの

供給において応用・ 転移すること ができたかどう かを評価する。

ているのだろう か。

（ 注）本プランでは「 電気とガス」のいずれも一斉学習を想定しているが、電気と ガスをそれぞれグループごとに、あるいはグループ内で分担して

調べさ せること もできる。その場合には、調べる時間に余裕は生まれるが、直接調べていない対象については知識が十分でないため、調べ

たこと を学級全体で共有する活動を重視する必要がある。
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